
超臨界水溶液（均一流体相）

亜臨界水溶液（二相共存系）

100～250℃

乾燥蒸気系

水熱反応の特徴

○加水分解能の増大
○温度・圧力による反応速度の増大
○水の溶媒としての物性変化（溶解能の増大など）○水の溶媒としての物性変化（溶解能の増大など）

出典：鈴木啓三，「水および水溶液」，共立出版



・イオン積が温度・圧力の関数
誘電率が高温領域で低下熱水の溶媒としての物性・誘電率が高温領域で低下熱水の溶媒としての物性

イオン積の変化

誘電率の変化



蒸気圧温度依存性と反応場の関係蒸気圧温度依存性と反応場の関係
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○有機物、無機物をよく溶かす。

○反応速度が速い。

○水自身の触媒的作用による
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○水自身の触媒的作用による

無触媒反応が可能。

○環境にやさしい。（溶媒＝水）
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○温度・圧力・溶媒の条件を

選択することで連続的に反応
のコントロールが可能である。
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